
令和５年度 第１回保健福祉推進審議会 （要旨）

日 時：令和５年１１月２７日（月）１８:３０～

場 所：室蘭市役所３階 議会第１会議室

出席委員：野尻会長、山中副会長、塚田委員、深山委員、安藤委員、竹内委員、大橋委員、

政田委員、伊藤委員、髙橋委員、沼田委員、紺谷委員、小林委員（計１３名）

欠席委員：澤田委員（計１名）

事 務 局：西舘保健福祉部長、中澤保健福祉次長、伊藤障害福祉課長、本野健康推進課長、

山路子育て支援課長、花島高齢福祉課主幹、今野高齢福祉課主幹、佐々木健康

推進課主幹、葛西高齢福祉課係長、田中高齢福祉課、立花高齢福祉課係長、島

田高齢福祉課主査

傍聴人 ：０人

１．開 会

（１）西舘保健福祉部長挨拶

（２）委員自己紹介

（３）審議会委員改選に伴う会長・副会長の互選について

２．審議事項

（１）第９期室蘭市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画（素案）について

（２）第７期障害福祉計画・第３期障害児福祉計画（素案）について

（３）健康増進計画第３次はっぴい室蘭２１（素案）について

３．そ の 他

４ 議事の概要記録

〈開会〉

委員１４人中１３名を報告、室蘭市保健福祉推進審議会条例第６条第２項の規定により、

半数以上の出席があることから、会議が成立していることを確認。委員自己紹介。室蘭市

保健福祉推進審議会条例第５条第１項の規定に基づき審議会委員改選に伴う会長・副会長

の互選について。立候補者がいないため、事務局案にて野尻会長、山中副会長を選出、承

認された。



【審議事項】

（１）第９期室蘭市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画（素案）について

事務局説明

資料「第９期室蘭市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画（素案）について」に基づき、

計画（素案）の概要を説明

会 長：ただいまの事務局説明についてご質問等ございませんか。

委 員：最初に１ページ目の中で介護認定率、高齢者の一層の増加というものがあるんで

す。これから人口が減っていく中で、２ページもありますように、２０３０年をピークに

高齢者の人口も大幅に減っていく。ような形でそうなっていくとなれば当然認知症の数字

も減っていくという、ですからこの表現という何か工夫したほうがいいのかな。このまま

でいくと、人口が減ってくる中で高齢者だけがどんどん増えてくる。誤解されそうな気が

するんで、その辺の整理の仕方を工夫されたほうがいいのかなというふうに思います。高

齢者が一層増えていくという表現、ある程度増えてくる。それが落ちるんですよね。です

から、この考え方、このままいくと何か非常に寂しい世の中になってくるわけですね。

事務局：ご指摘のとおりですね、高齢者数はもうピークを迎えておりまして、減少に入っ

ておりますがまだ後期高齢者が、割合的には増えてますので、この後、認知症の高齢者は

割合的には増えるということではございますが、ずっと増え続けるわけではありませんの

で、表現方法については、適切な表現に改めたいと思います。以上です。

会 長：それでは今委員がおっしゃられたようなことも含めて、考慮していただきたいと

思います。よろしくお願いします。そのほかいかがでしょうか。

委 員：私も事業者として、ある時期になったら、認知症のほうも含めて減ってくるとい

う中で、結構事業者としては、経営的には大変厳しい状況にある。改めてこの、要するに

１か所増やすということ等、どうなのかなと。いずれにしてもこの、先ほど部長から話あ

ったように策定委員会ですか、この中で、どのような議論がまずされてきたのかなあと思

いますし、同じように９ページ１０ページで、我々も今、介護人材の確保とか定着で大変

厳しい状況にあるという中でですね、今回このように研修、いろいろ確保のために、研修

会の費用補助など、いろいろ議論いただいたんだと思うんですけども、ここに書かれてい

る、人材確保とか人材の定着、様々な取組内容書かれてますけれども、どのような議論が

されてきたのかなというこれはちょっと、教えていただければと思います。私勉強不足か

もしれないけど、計画むしろ支え合いの地域づくりの中で、認知症の行方不明者捜索模擬



訓練とありますけども、今、例えば室蘭市内で認知症の不明者っていうのが、現状的にど

のよう何人ぐらいいてどうなってんのかなというのをちょっと数字的に教えていただけれ

ばと思います。

会 長：それでは、事務局のほうからよろしくお願いいたします。

事務局：はい。まず今回その施設の整備に関しましては一応今回の計画策定に当たりまし

て市内の事業者に対しまして、意向調査といいますかそういう形させていただきまして、

その中で、１事業者の方から、グループホームの開設をしたいという意向もありまして、

実際もその確実にというわけではなくて、人材の職員さんの確保ができればやりたいって

いうような、そういう形の、意向ありますものですから、一応もし実施するのであれば経

過計画に記載する必要があるということで今回計画に載せさせていただいているような状

態で、あとは数等も含めまして今後、確かに高齢者数、そのものは減少していくというい

うことは本当にそう想定されることでございますので、実際その施設の在り方ですとか、

そういうのもですね今後、第１０期、第１１期に、その都度真剣に考えてなきゃならない

と、いうふうに考えてございます。

引き続き認知症行方不明者の数ということでございますが、市のほうでは、事前に行方

不明になりそうな方々を、事前登録するシステムがあるのですが、それが、大体年間５０

から７０件ぐらい新しい方が登録され、２０から３０件ぐらいが、亡くなったり、病院に

入ったり施設に入ったりということで解除になっておりまして、年間大体、年に見ている

人数としましては、１００名前後の方が登録をされています。市のほうに連絡が入ってく

るという５件から１０件の中の９割方は登録をされている方がいなくなっているっていう

ような現状にございます。以上です。

委 員：そういうような状況にありますんで、いろいろ取組内容につきましても、

様々なその動向を踏まえながらですね、取り組んでいただければと思ってますんで、どう

ぞその点よろしくお願いしたいと思います。

会 長：ありがとうございました。先日の道新にも出てましたけれども、道北のほうでも、

高齢化で、いわゆるそういう方々が、人口が減ってきて、それで、そういう事業者の方が、

もう撤退をしてしまうという、そういう状況も出てますんで、その辺も含めて、いろいろ

よろしくお願いいたします。そのほかいかがでしょうか。

委 員：２ページのほうに現状と将来推計というやつの数字出てますけど、実は、国のほ

うでは対策として、年代別の比率というものが公表されてございます。要は６５歳では、

この介護認定の関係の中では１８％程度。７５歳過ぎるとちょっと一気に上がって３１％、



８５歳を過ぎると５７％というふうになってしまうんで、やはり対策と考えるんであれば、

それぞれの年代で物事を考えるんじゃなくて年代別に物事を考えていったほうがいいのか

なということが必要かなと、またそういうデータを持つことも必要じゃないのかなと思い

ます。当対策の中で、５ページから６ページに書いてるんですけど、私自身もこれから高

齢者社会を支えるためにですね、国の財政は余りないのかな、国自体に体力がないという

考えたときやはり、民間で、地域力でやっぱりそういう人たちを見守っていかなきゃなら

ないし、それから、たくさんいろんな部分の中でえみなメイトのいろんな対策やってます

けど、そう考えたときにですね、これはあくまで私の考えです。５ページに書いてある基

本、目標、１番は健康できるひと夢ある価値これはとても大事だと思って次に大事なやっ

ぱりみんなでともに支え合う交流のある暮らし、そこではあふれた方っておかしいですけ

ど、そういう方々が、介護施設に入るのかな。まず、介護施設入る前の対策をきちんとや

ったほうがいいのかなと、思うんであれば、２と３変えてもいいのかなと。同様に同じ裏

のページも同じようなことが書かれてますけど、やはり順番というのはそういうことがい

いのかなって気がしてございます。それについていかがでしょうか。考え方です。順番の

話だけなんですけどね。いかがですか。

事務局：ご指摘のお考えはですね当然私ども、そういう考え方も多分あると思いますが、

今回策定させていただく計画に関しましては、一応、８年度までに具体的に何かをやらせ

ていただきたいというふうに考えております。みんなでともに支え合う交流のある暮らし

っていうことになりますと、非常に、将来的に、大きな何ていうんでしょう、将来的なこ

ういう形のこういう社会を形成したいという大きな取組、になってしまいますので、順番

的にはですね、大きなものを今回最後に、させていただいて、具体的にできるものを１番

２番という形にさせていただいてると、先ほども人材確保というお話がありましたが、実

は、健康で生き生きと喜びのある暮らしっていうことに関しても、概念的な部分はあるん

ですが、これは先ほどおっしゃった、えみなメイトとかいろんな部分で支えられるのかな

と。１番の問題は先ほど、人材確保というところがありまして、会長からも人がいないの

で、サービス事業者が撤退するというところがここ３年から５年、５年もしくは１０年以

内に、何とかして、今のサービス状況を維持しなければいけないというところを考えた中

での２番目に据えているというところを御理解いただければなと思います。

会 長：はい、ありがとうございました。そのほか、いかがでしょうか。

それでは審議事項の１、第９期室蘭市高齢者保健福祉計画介護保険事業計画素案について

は、御承認いただいたということでよろしいでしょうか。

委 員：はい



（２）第７期障害福祉計画、第３期障害福祉、障害児福祉計画（素案）について

事務局説明

資料「７期障害福祉計画、第３期障害福祉、障害児福祉計画（素案）について」に基づき、

計画（素案）の概要を説明

会 長：ただいまの事務局説明についてご質問等ございませんか。

委 員：支援計画自体は特に問題ないんですけど、物事の考え方としてですね、障がい者

もっと何か手をかそうという、計画が、多いんですけど、実は一つの考え方って今世の中

にオリンピックとパラリンピックありますけどもう一つは、スペシャルオリンピックスが

今年開催されますけど、やっぱり知的とか障がい者の競技大会もありまして、結構そうい

う中では日本は世界的に見てもメダルの獲得率が非常に高いんです。何を言いたいかとい

うことはですね、障がい者の中にでもですね、すごく能力を発揮する子がたくさんいるん

です。ただそのためには、親であり施設であり、関係者がですね、それに対してしっかり

とした後押しをしていかないと、駄目なのかな。ただ、障がい者がいるから、施設に入所

して済ますんではなくて、やっぱり障がい者でも人ですから、能力のある方には、それを

しっかり見極めて、育てる環境づくりというのは、これからの計画の中に入れていただけ

ればありがたいなという考えです。

事務局：御意見ありがとうございます。今回はサービスの見込み量だとか、主な数値目標

が中心で、９年度以降からまた新しい基本計画を策定してまいりますので、今の御意見等

も参考にさせていただいて新しい計画策定してまいりたいと考えております。以上です。

会 長：どうもありがとうございました。ただ今の事務局案についてご意見はいかがでし

ょうか。ありませんでしょうか。それでは、審議事項（２）７期障害福祉計画、第３期障

害福祉、障害児福祉計画（素案）については、ご承認いただいたということでよろしいで

しょうか。

委 員：はい

審議事項（３）室蘭市健康増進計画第三次ハッピー室蘭２１（素案）について

事務局説明

資料「室蘭市健康増進計画第三次ハッピー室蘭２１（素案）について」に基づき、計画（素

案）の概要を説明



会 長：「室蘭市健康増進計画第三次ハッピー室蘭２１（素案）について」、何かご質問・

ご意見等はありますでしょうか。

委 員：なし

会 長：それでは、室蘭市健康増進計画第三次ハッピー室蘭２１（素案）については、ご

承認いただいたということで、よろしいでしょうか。

委 員：はい

会 長：はい、どうもありがとうございました。それでは、当審議会として承認をいたし

ました。その他、委員の方々から、何かございますでしょうか。

会 長：それでは、その他、次に、会議次第の３、その他について、委員の皆様から何か

御意見等ありませんでしょうか。それでは、ないようですので、進行のほう、事務局のほ

うにお返しいたします。

事務局：野尻会長、議事進行。大変ありがとうございました。なお本会議、次回の会議に

つきましては、２月頃を予定してございます。それまでの間に、１２月、１月、市議会民

生常任委員会にて、計画につきまして報告させていただきます。その後、パブリックコメ

ントの手続を行いまして、これらの御意見等を踏まえた各計画の最終案につきまして、次

回の会議で、審議を予定してございます。これをもちまして、本日の審議会を終了させて

いただきます。本日はどうもありがとうございました。


